
 

 

 

中国地方の梅雨入りが遅れていますが、大雨に対する備えをしっか

りしておくことは大切です。 

さて、年度当初に「警報発令」時の対応についてのプリントを配付

していますが、再度、次のことについてご確認ください。 

 

午前６時３０分の時点でＮＨＫテレビ・ラジオ放送の気象情報において、呉市に「暴風・波

浪・大雨・洪水・高潮等」の警報が１つでも発表されている場合、次のように段階を追って対応

しております。 

（１）午前６時３０分の時点で警報が出ている場合は、自宅で待機させてください。 

 

（２）その後、警報が解除になった場合の対応については、11時30分時点の警報の状況を確認し

て判断してください。 

 

（３）11時30分の時点で警報が解除されなかった場合は、「臨時休業」とします。 

 

 

 

 

これらが基本的な対応となりますが、学校から保護者等へ連絡させていただく場合があると思

いますので、「緊急時の生徒引き渡しカード」に記載している連絡先に連絡がつくようにしておい

てください。生徒の安全を第一に考え、対応して参りますので、御理解・御協力のほどよろしく

お願いいたします。 

なお、まだ「すぐメール」に登録されていない御家庭は、至急、登録をよろしくお願いいたし

ます。 
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令和６年６月 14 日（金）第６号 

梅雨に向けて大切な確認です 
～「警報発令」時の対応について～ 

※午前６時３０分以降も家を出るまでに警報が発表された場合は自宅待機です。警報

が発表されていなくても天候が心配な場合は無理をさせないでください。 

※警報発表中は学校から各家庭への個別連絡はしません。 

※登校中・登校後に警報が発表された場合は学校で待機させます。 

※11時30分までに警報が解除された場合は、13時00分までに登校してください。午後

から授業を開始します。その場合は、昼食を家で食べて登校してください。 

※学校から各家庭に「すぐメール」を使って連絡します。 

※各家庭で学習してください。 

※学校に待機させている生徒は、保護者に連絡を取ります。 



 

 

 

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）では、大雨による河川

の洪水災害発生の危険度の高まりを３時間先までの流域雨量指数

の予測値を用いて、５段階に色分けして地図上に示し、急激な増

水による危険度の判定を事前に確認することができます。 

本校では、５月 29 日（水）洪水被害を想定した避難訓練を行い

ました。校舎の３階以上の場所への避難行動を行うとともに、「土

砂災害対応携帯マニュアル」を全員に配付・説明しました。 

「土砂災害対応携帯マニュアル」は呉市が作成し、裏面には仁方地区の

ハザードマップを印刷しています。特にご家庭で確認していただきたいこ

とは、「マイ・タイムライン」です。 

「マイ・タイムライン」とは、一人一人のタイムライン（防災行動計画）のことで、台風等の

接近による大雨によって河川や海面の水位が上昇するときなどに、自分自身がとる標準的な防災

行動を時系列に整理して、自ら考えて命を守る避難行動のための一助とするものです。 

どのような避難行動をとるのか考えるとき、呉市が作成・公表しているハザードマップを見な

がら、自分が住んでいる地域のリスクを確認し、どのような避難行動が必要なのか、そして、ど

のタイミングで避難することが良いのかを自ら考えてみてください。更には、ご家族で確認する

とともに、「土砂災害対応マニュアル」に記入するなど活用してください。よろしくお願いいたし

ます。 

マイ・タイムラインとは 
～土砂災害対応携帯マニュアルの活用～ 


